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1．はじめに

セメント製造プロセスは、原料工程、焼成工程及

び仕上工程の３つに大別される。中でも焼成工程は

セメントの品質、エネルギー管理上最も重要なプロ

セスである。

最近では、キルンでの高温焼成を生かした廃棄物

の燃焼処理が着目され、廃タイヤやRDFの利用に加

え、廃プラ等の有効利用の検討が行われている。こ

のように多様化する原燃料ソースに対応しながら、

一方ではセメント品質の維持管理、省エネルギーの

推進が要求されており、これらを満足するためには

焼成工程の定量的解析が必要である。

しかしながら、焼成工程におけるサスペンショ

ン・プレヒーター（SP）やキルン内の物性の挙動は、

w キルン内の主要成分の挙動解析

e 運転条件変更時のプラント挙動の検討
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Since  t�

using  Process  Simulator  which  can  reveal  the  behavior  of  each  component  in  suspension  preheater,  kiln,  and

clinker  cooler.  Using  this  model,  the  following  items  have  been  studied：

１）Material/heat  balance  in  suspension  preheater,  kiln,  and  clinker  cooler.

２）Behavior  of  each  component  in  suspension  preheater,  kiln,  and  clinker  cooler.

３）Analysis  of  the  anticipated  effect  that  would  influence  the  cement  calcination  process  when  the  operation

mode  is  changed.













東ソー研究・技術報告　第44巻（2000） 29

〔3〕プロセス内固相挙動
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レーションが出来る事が確認された。また、代表的

な運転データと本モデルのシミュレーション結果と

の比較においても、セメントプロセスの運転状況を

良好にシミュレーション出来ると考えられる。

6．ま と め

汎用プロセスシミュレーターを用いて、気－固相
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